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Living the Lotus̶Buddhism in Everyday Life（法華経を生きる～生活の中の仏教）というタイトルには、日々の生活のなかに法華経の教
えを活かして、泥水に咲く美しい蓮の花のように、人生を豊かに、そしてより価値あるものにしていきたいとの願いが込められています。本誌
を通じて、世界中の人々に日々の生活のなかで活かす仏教の教えをお伝えします。
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立正佼成会は1938年に庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖に
よって創立された、法華三部経を所依の経典とする在家
仏教教団です。家庭や職場、地域社会の中で釈尊の教え
を生かし、平和な世界を築いていきたいと願う人々の集
まりです。現在は庭野日鑛会長とともに、私たち会員は仏
教徒として布教伝道に励みながら、宗教界をはじめ各界
の人々と手をたずさえ、国内外でさまざまな平和活動に
取り組んでいます。

8月11日、ロサンゼルス「2024年二世週日本祭」のパレードで北米会員が万灯行進

日本からも青年が参加し、こころひとつに広宣流布を誓願
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心を耕し、仏を掘り起こす

庭野日鑛
立正佼成会会長



会長法話
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学林で学んだ中で日ごろ、心に留めている教えはありま
すか？

ソンヘインさんはカンボジアにおけるご法の一粒種とお
聞きしましたが、立正佼成会にご縁をいただいたのはい
つ頃、どのような経緯だったのですか？

立正佼成会のどんなところに最も魅かれたのですか？

学林生活では、どのようなことが思い出に残っています
か？
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カンボジア・プノンペン法座　ソル・ソンヘイン 

Interview 
「まず人さま」という菩薩の精神を胸に、
多くの人々に仏さまの教えを伝えていきたい

Interview 
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プノンペン法座では現在、どのような活動をしているの
ですか？

現在、仕事をしながら主任のお役を果たされています
が、日ごろどんな気持ちでお役に取り組んでいるのです
か？

開祖さま、会長先生のお言葉で心の支えにしているもの
はありますか？

Interview 
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最後に将来の夢を聞かせてください。

Interview 



まんが立正佼成会入門
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教団の行事

仏教の三大行事

仏教では次の三つを三大行事としています。立
正佼成会でも、大聖堂や各教会で式典などを行なっ
ています。
四月八日＝降誕会（お釈迦さまの誕生日）
十二月八日＝成道会（お釈迦さまがさとりを開

いた日）

二月十五日＝涅槃会（お釈迦さまが亡くなった
日）
これらの日は、真理の教えを説いてくださった

お釈迦さまに感謝する日です。そして、教えを実
践し、多くの人のためにつくしていくことを誓う
日でもあるのです。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
降誕会の時には、お花でかざった「花御堂」
の中のお釈迦さまの像に、甘茶をすくって
かける。これはお釈迦さまが誕生された瞬
間、竜が天から降りてきて香湯をそそいだ
という伝説にもとづくものだ。



まんが 立正佼成会入門
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元旦参り
一月一日は、新しい年を迎えたことを喜び、一年

の幸せと平和を祈る日です。

立正佼成会でも早朝に式典を開き、大聖堂や教会

に参拝し、新年のお祝いをします。

ご本尊さまの前で一年のはじまりを祝うととも

に、自分で立てた目標をお誓いします。この誓いを

「決
けつ

定
じょう

」といいます。

目標に向かって努力することを誓ったり、世界の

平和を祈ったりするのは、すがすがしくて気持ちが

よいものです。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識

「決定」の意味は、信じきって疑いの心を
もたないこと。心に固く決めることで、立
正佼成会ではよくつかう言葉だ。元旦参り
で「決定」したことは、一年間続けよう。
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仏との縁を自覚できたら

このように、仏さまとの尊い「縁」をかみしめられたら、自然に生き方が変わって
くるはずです。
私は雪深い新潟の山村に育ちましたが、子どものころ、雪まみれになって家に帰る
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と、祖父が綿入れのなかに私を抱いて、冷え切った体をあたためてくれたものです。
その祖父が、いつも口ぐせのようにいっていたのは、
「家族のものがただ稼いで、飯を食っていくだけなら、鉄砲虫 ( カミキリムシの幼虫 )
と同じだ。食うだけのことなら、鉄砲虫でもする。人間と生まれた以上、家族のうち
のだれか一人ぐらいは、世の中のお役に立つ人間にならなくちゃならん」
ということでした。この口ぐせが幼い私の脳裏に深くしみこんでいたのか、私は困っ

ている人を見ると黙っていることができず、「何とか手助けしたい」と考えるようにな
りました。そして、みんなが幸せになれる教えを求めて法華経に出会い、立正佼成会
を創立することになったわけです。
いまの人たちは、自己本位で自分の利益しか考えないといわれますが、それは世の

ため、人のために働く喜びを味わったことがないためでしょう。困っている人の手助
けをしたり、悩んでいる人の相談にのってあげたりして、相手に感謝されたときの喜
びというのは、ほんとうにうれしいものです。そういう意味では、人さまに喜んでも
らえることを実践していくことが、自分が幸せになる早道であるといえるでしょう。
そして、もう一つ心にとめておきたいのは、私たちがふれあう人も、みな、仏さま

と前世からの「縁」のある人であるということです。
社会生活のなかでも、よき人間関係を築くためには、相手の人間性を尊重すること

が大事だといわれますが、それが案外むずかしいのです。そこで「この人は、前世で
多くの仏さまを供養し、大願を立てた人だ」というように見ていけば、自然に相手を
尊敬できるようになるものです。
もちろん、なかには前世で立てた大願を忘れてしまって、仏さまの道から遠いとこ

ろにいる人がいるかもしれません。しかし、そういう人には、「仏さまとの縁」を思い
出してもらうように、働きかけていけばいいのです。私が「一人が一人を導く」こと
を勧めているのも、そのためです。
こうしてこの世界に「自分も仏、相手も仏」という関係が広がっていけば、この世

界がそのまま平和境 ( 常寂光土 ) となるのです。
みなさんが、このことを心にかみしめて、教えの実践につとめ、仏さまとのご縁を

ますます深めていかれることを願ってやみません。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.58-60
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日本では記録的な猛暑と豪雨に見舞われた夏がようやく過ぎ、暑さはま
だ残るものの、暦の上では秋を迎えています。皆さんがお住まいの国や地
域はいかがでしょうか。
会長先生は今月のご法話で、「スッタニパータ」に収められている釈尊の

逸話と詩偈を紹介され、「繰り返し心を耕し、そのつど自身の仏性を掘り起
こすことが大切で、それが安らぎに直結する」と教えてくださっています。
大地主のバラモンに心を耕すことの大切さを説いたこの詩偈の背景にある
のは、釈尊ご在世中のインドの耕作の様子です。
私は、2010 年 4月 9日から 22日まで本会の「第 34回仏跡巡礼」のメ

ンバーに加えていただき、インド北東部のビハール州を中心に、釈尊にゆ
かりの深い地域を巡る旅を体験しました。重要な仏跡の保存を目的に、近
代的な開発を免れた地域であるためか、ツアーバスの車窓から見る田園風
景は 2600 年前のインドにタイムスリップしたかのようで、釈尊が裸足で
遊行されていた様子が偲ばれる刺激的な旅となりました。広大な耕作地の
風景を目の当たりにして、「スッタニパータ」に収められた釈尊の巧みな対
機説法の様子が、現実味を帯びて私の胸に迫ってまいりました。
インドの旅を振り返りながらご法話を拝読し、心田を耕すことの意味を

あらためてかみしめました。今月は「繰り返し心を耕し」、「仏性を掘り起
こす」ことを心がけながら、日々を過ごしてまいりたいと思います。

釈尊の時代へタイムスリップ

2024 年 7月 14日、韓国教会で行なわれた
「教師教育」の後で参加者と（前列中央が赤川部長）



We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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